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博士論文の要旨 

 

 申請者の所属する研究室ではアキラル置換アセチレンモノマーのキラル触媒系（＝重合

開始剤＋不斉源）による不斉重合の一種である、主鎖のらせんの巻き方向が選択されたポ

リマーを得ることのできる触媒的らせん選択重合(HSSP)を見出し、約５0 種以上の適する

モノマーを合成してきた。また、この重合の触媒量(0.3%)の不斉源での実現にも成功して

いる。この方法はアセチレンの HSSP の唯一の方法である。特に、申請者の所属する研究

室では HSSP に関して、いくつかの予想外の重要な現象を発見してきた。これらは自己増

殖不斉重合の可能性を秘めたものであった。たとえば、申請者の所属する研究室では HSSP

による２つの水酸基を持つアキラルモノマー(RDHPA)よりのらせんポリマーの巻き方向

は、キラル共触媒(不斉源)のキラリティーの符号だけでなく、他のキラリティー以外の条件

(アキラル条件)でも制御できることを見出した。たとえば、不斉源の重合開始剤に対するモ

ル比を変えることで、同一のキラリティーの不斉源を用いても、生成ポリマーの光学純度

の符号と絶対値が大きく変わることを見出した。このことから機構に関わる複数のキラル

重合活性種の存在が示唆された。 

  

 

 

 

 

 

 



  

本博士論文は上記の発見をさらに展開し、HSSP という高度な規則性ポリマーを与える

重合のさらなる高度化と機構解明、そして利用に関するものであり、以下の内容を含んで

いる。 

(１)らせん選択重合で得られた水酸基とかさ高い置換基を持つモノマーよりの片巻きら

せんポリマーが、らせん選択重合のキラル共触媒として機能することを見出した。この規

制力は低分子のキラルアミン同様に十分強いものであり、このポリマーの重合時 in situ 

での自己増幅性が内在する可能性が示唆された。 

（２）申請者の所属する研究室では水酸基を持つモノマー(1)はきついピッチのシスシソイ

ドポリマーを与え、水酸基を持たないモノマー(2)は緩いピッチのシストランソイドポリマ

ーを与えることを見出している。本論文ではキラルおよびアキラルな１または２タイプの

モノマーを共重合し、重合時におけるキラル増幅を見出した。 

 

 

 審査結果の要旨 

 

 

本博士論文は、HSSP という高度な規則性ポリマーを与える重合のさらなる高度化と機

構解明、そして利用に関するものであり、以下の価値ある独創的な内容を含んでいた。 

 

(１)らせん選択重合で得られた水酸基とかさ高い置換基を持つモノマーよりの片巻きら

せんポリマーが、らせん選択重合のキラル共触媒として十分な効率をもって機能すること

を見出したことは基礎面および応用面両面において高い価値を有している。また、このリ

マーの重合時 in situ での自己増幅性が内在する可能性が示唆されたことは、非常に興味

深い。 

（２）単独ではそれぞれきついピッチのシスシソイドポリマーと緩いピッチのシストラン

ソイドポリマーを与えるキラルおよびアキラルな１または２タイプのモノマーの共重合に

おいて、重合時におけるキラル増幅を見出したことは、この重合の基礎面そして応用面か

ら価値がある。 

 

  

 

 よって、本論文は博士（工学）の博士論文として十分であると認定した。 

 

 

 

 

 
 


